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2３
ハ ｲｶﾗｰ系スイートコーンの早出し作型の確立

課 題 名
（１）バイカラー系スイートコーンの早出し用優良品種

試験研

究年次

１日的

６３～２年（完了）

分類 ①

バイカラー系スイートコーンの早出し作型に適した優良品種を選定する

ｕ誠 験 方 法

１供試品種

０

ピーターコーン、ピーター早生１号、バイカラー早生８００，同８２０．同９００
(以上サカタのタネ）、カクテル８２、同８６、同Ｅ・５１、同Ｅ‐５２
(以上タキイ種苗）、マーガレット７８、同８３（･以上パイオニア種苗）
チェッカーコーン、チェッカーコーン８５（以上カネコ種苗）

２播種期と栽培様式

年度播種期栽培方法

63年２月１５日ハウス及び大型トンネルでの移植栽培
３月１５日大型及び小型トンネルでの直播栽培
一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一＝一一一一一一一一一一一一一一一一一一一＝－

]L年２月１日ハウス及び大型トンネルでの移植栽培
２月１５日大型及び小型トンネルでの直播栽培
一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 ＝ 一 一 一 －一一一一一一■■一一一＝一一＝-－－－■■一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一

２年２月１５日大型トンネル栽培での直播栽培

注）ハウス：間口５．４m、高さ３．１m・大型トンネル：間口２．８m、高さ１．４m。
小型トンネル：間口１．２m、高さ0.5m。

３試 験規 模１ 区５ ㎡２反復
４耕種概要

（１）栽植密度畝幅150ｃｍ株間２５ｃｍ２条植え
（２）施肥量１０ａ当たりＮ=25kg､Ｐ205＝25kg､Ｋ２０=25kｇ

皿玉妥成果の概要

早出し作型の品種としては、早生性、収量性及び雌穂の先端不稔発生程
度から、早生種の

‘

カクテルＥ‐５１
，

次いで極早生種の
‘

上．－ター早生１号 が

優 れる ◎

１

２

４

カクテルＥ‐５１
,

は早生種で、収穫期が極早生種より２～６日遅いが、

雌穂の先端不稔部分の長さは何れの作型でも短い。また、他品種に比べ
て雌穂長が長く、粒重も重いため雌穂にボリューム感があって、収量は
安定して多い ｡

‘

ﾋｰﾀｰ早生１号
,

は、
８

カクテル８２
，

等と共に収穫期が最も早く、２

月１日播種のハウス栽培で５月末～６月上旬に収穫期に達する。播種期
が２月上旬までの作型では、雌穂の先端不稔の発生が多いが、極早生種
の中では収量が安定して多い 。

３中生種の
‘

カクテル８６
,

等の品種では主穂だけでなく玩副穂の収穫も可
能である ０

４供試したバイカラー系スイートコーン品種では、子実の白色粒割合及
び糖度において品種間差は認められない。

－１７６－
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Ⅳ主要 成果の具体的データ

第１表収穫期及び先 端 不 稔 雌 穂 の 発 生 比 較 （ １ 年 ）

播種期･栽培法

カクテルＥ‐５１

ビー ﾀー 早生1号
カク

一 一 ‐ ｰ 一 一 ー ｰ ー ‐

テ ル ８ ２

ﾊ゙､ｲｶﾗー早生800
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先端不稔率
ＡＢＣＤ

％％％％

７．２３．４１０．３９．５

23.5１６．８７．４１０

22.5１３．０８．１１６．７

9６７２．４２．５２‘５

５．６４．５８．７１４．９

1３．７１２．７１６，４１３．７

１０．８７．７８．７１５．６

１１．７１６．０１４．３１６．８

晃一詞]諾|：：：|洲：灘｜|:洲:；慨｜雷
注） ① 播種期･栽培法Ａ：２月１日播種のﾊｳｽ栽培．Ｂ：２月１日播種の大型ﾄﾝﾈﾙ栽培Ｂ

Ｃ：２月15日播種の大型ﾄﾝﾈﾙ栽培もＤ：２月15日播種の小型ﾄﾝﾈﾙ栽培
②先端不稔率：先端不稔の雌穂部長÷雌穂長×1００

第２表主な播種期･栽培方法別の収量と雌穂・子実の比較（63.1.2年）

播種期･栽培法

カクテルＥ‐５１

ﾋ゚ ﾀーー 早生１号

カク
二

丁 ル８２

ﾊ゙･ｲｶﾗー早生800
マーカ．．',ツト７８

チェッカーコーン８５

チェッカーコー ン

マーカ．､レット８３
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1.740.18

1.810.29

-０．８７

－０．７９

－0.52

1.560.69

主雌穂１００白色粒

の長さ粒重割合
糖度

C ｍ ９ ％ ％

1９．６４４．３２４．０１４．９

１８‘1４２
－－－一一一一一一一

28.5１３

１７．２４０．１２６．１１４．６

１７．８４３．４２５.０１４．５

１８．２４３．７２３．９１４．７

１７．３４１．４２４．４１４．７

１７．６４２.６２３．３１４．０

１７．７４３．２２４．４１４．９

；･ｸー 為]諾|慨｜器Ｍ；｝鎧|::::篭｜鵬瀧謡瀧
注） ① 播種期･栽培法Ａ：２月１日播種のﾊｳｽ栽培．Ｂ：２月１日播種の大型ﾄﾝﾈﾙ栽培．Ｂ Ｃ 2月

15日播種の大型ﾄﾝﾈﾙ栽培、Ｄ：２月15日播種の小型ﾄﾝﾈﾙ栽培６Ｅ：３月15日播種の大型ﾄﾝﾈﾙ

栽培。

②収量は主穂のみの数値で、Ａ･Ｂは1年｡Ｃは63.1.2年の平均｡Ｄは1年｡Ｅは63年。

③副穂収量は､1年の２月15日播種･小型ﾄﾝﾈﾙ栽培。④主雌穂の長さ、１００粒重、白色粒割合
は､1年の４つの播種期･栽培法での平均。⑤糖度は､1年の３つの播種期･栽培法での平均。

収穫最適期

ＡＢＣＤ

月 日 月 日月日月日
６６６１２６１５６２６

６ ２ ６ ６ ６１３６２４

収量（10ａ当たり）

ＡＢＣＤＥ畠リ穂
ｔｔｔｔｔｔ

1．６８１．９４２．１２１．８３－０．３４

１．５７１．５８２．０１１．７２１．６５０.1７

Ｖ成果の評価と取扱上の留意点

１スイートコーンの２～３月播種の早出し作型における品種選定の資料と

なる。

２ パイカラー系は適熟期を過ぎると粒皮が硬くなり易く、日持ち性も劣る

ので、収穫期が集中しないように作付計画を立てる。

Ⅵ今後の研究上の問題点

Ⅶ貴料名

６３～２年度福岡県農業総合試験場園芸研究所野菜試験成績書


